


研究要旨 富山スタディ調査をもとに,3 歳時に正常体格であった小児で,3 歳から小学 1

年時にかけて肥満形成がされる行動要因並びに生活環境要因を男女別に解析した。

stepwiseconditiona11ogisticregressionmodel による多変量解析の結果,男児では,外食

1-2 回/週以 L(OddsRatio:OR3.743),間食回数 3 回/日以上(ORL884),朝食毎日は食べない

(ORl.719),屋外活動 1 時間/日以.ヒ(ORl.669),主成分 5:量の少ない間食(ORL258),父親

BMI(ORl.221),母親BMI(ORl.200),主成分1:甘くない間食(ORO.828),インスタント麺類2-3

回/月未満(ORO.523)が有意になり,女児では起床時刻午前 8 時以降(OR2.065),朝食毎日は

食べない(ORL639),主成分 2:柔らかい間食(ORl.298),母親 BMI(ORL150),インスタント麺類

2-3 回/月未満(ORO.640)が有意な変数として取り込まれた。 


